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国
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安
全
保
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る
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ー
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保
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を
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は
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ー
ー
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は
じ
め
に
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国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
I
E
A
）
は
毎
年
習
を
同
還
さ
。
ミ
守
急
を
公
刊
し
て
お
り
、
二

O
O
七
年
版
は
中
国
と
イ
ン
ド

の
特
集
で
あ
っ
た
。
中
国
と
イ
ン
ド
が
今
後
も
高
度
成
長
を
続
け
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
カ
ギ
を
握
る
と
い
う
認
識
が
背
景

に
あ
る
。
実
際
、
こ
の
二

O
O七
年
版
の
予
測
に
よ
れ
ば
、
二

O
O
五
年
か
ら
二

O
三
O
年
に
か
け
て
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は

五
五
%
増
加
し
、
年
平
均
の
成
長
率
は
一
・
八
%
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
増
加
は
世
界

全
体
の
三
三
%
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
現
在
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
世
界
第
二
位
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
国
で
あ
る
中
国
は
二

O

一
五
年
ま
で
に
は
ア
メ
リ
カ
も
抜
い
て
世
界
第
一
位
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
よ
り
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
世

界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
大
き
く
左
右
す
る
要
因
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

こ
の

I
E
A
の
予
測
で
も
う
一
点
興
味
深
い
の
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
構
成
の
変
化
で
あ
る
。
石
油
は
依
然
と
し
て
最
大
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
地
位
を
維
持
す
る
も
の
の
、
そ
の
比
率
は
三
五
%
か
ら
三
二
%
へ
と
低
下
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
実
は
、
石
炭
が

絶
対
量
で
は
最
大
の
伸
び
を
示
し
、
二

O
三
O
年
の
石
炭
消
費
量
は
二

O
O
五
年
比
で
七
三
%
の
増
加
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
全
体
に

占
め
る
比
率
は
二
五
%
か
ら
二
八
%
に
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
問
題
で
炭
素
強
度
の
高
い
石
炭
に
は
逆
風
が

吹
く
中
、
石
炭
の
消
費
量
が
増
え
る
の
は
、
中
国
と
イ
ン
ド
に
お
け
る
消
費
量
の
増
加
が
原
因
で
あ
る
。
中
国
の
石
炭
消
費
量
は
二

0
0
五
年
か
ら
二

O
三
O
年
に
か
け
て
一
三
億
ト
ン
（
石
油
換
算
）
増
加
し
、
こ
れ
は
世
界
全
体
の
石
炭
需
要
増
分
の
六
二
%
に
相

当
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
球
温
暖
化
問
題
を
巡
っ
て
、
中
国
の
存
在
感
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
く
こ

（

1
）
 

と
を
意
味
し
て
い
る
。

さ
て
、
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
増
加
が
も
た
ら
す
影
響
の
中
で
、
最
も
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

輸
入
、
特
に
石
油
輸
入
の
増
加
で
あ
ろ
う
。
二

O
O
五
年
の
石
油
輸
入
は
三
五

O
万
バ
レ
ル
／
日
で
あ
っ
た
が
、
二

O
三
O
年
に
は



三
・
七
倍
の
一
コ
二
O
万
バ
レ
ル
／
日
に
ま
で
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
国
の
石
油
の
対
外
依
存
度
は
五

O
%
か
ら
八
O
%
に
ま
で
上
昇
す
る
。
主
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
印
象
が
強
い
石
炭
で
さ
え
、
二
O
三
O
年
に

は
需
要
の
三
%
を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
、
中
国
の
輸
入
量
は
世
界
の
石
炭
貿
易
量
の
七
%
に
達
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
九

0
年
代
前
半
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
自
給
自
足
体
制
を
維
持
し
て
き
た
中
国
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
今
後
大

幅
に
海
外
か
ら
の
輸
入
｜
｜
石
油
は
お
ろ
か
、
主
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
石
炭
ま
で
ー
ー
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
見
通
し
と
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
中
国
は
近
年
活
発
に
海
外
の
石
油
権
益
の
買
収
を
行
っ
て
い
る
。
中
国
の
石
油
企
業
の
怒
涛
の
対

外
進
出
は
「
《
U
F
E
m
．ω

。zg巴
。
ロ
（
焦
燥
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
中
国
）
」
と
榔
捻
さ
れ
、
他
国
の
強
い
警
戒
感
を
惹
起
す
る
こ
と
と
な

中国のエネルギ一安全保障に関する一考察

っ
て
い
る
。
ま
た
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
石
炭
に
つ
い
て
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
複
数
の
権
益
買
収
の
案
件
が
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
目
指
し
た
中
国
の
個
々
の
行
動
を
取
り
上
げ
て
個
別
に
評
価
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
が
検
討
す
る
の
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
で
進
め
ら
れ
て
い
る
効
率
性
向
上
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
但
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
効
率
性
が
向
上
す
る
こ
と
こ
そ
、
結
果
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
点
を

論
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
と
言
っ
た
場
合
、
特
に
石
油
の
対
外
進
出
に
関
連
し
た
政
府
の
介
入
、
支
援
と
い
っ
た
政
策
的
措

置
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
こ
れ
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
拡
大
し
て
き
た
の
は
市
場
経
済
化
、
す
な
わ
ち
政
府
の
介

入
を
減
ら
す
改
革
の
成
果
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
本
稿
の
主
張
の
骨
子
で
あ
る
。
石
油
企
業
の
対
外
進
出
が
活
発
化
し
て
い
る
の
も

政
府
の
介
入
よ
り
も
石
油
企
業
聞
の
競
争
環
境
の
醸
成
、
企
業
の
長
期
的
成
長
を
志
向
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
構
築
こ
そ
が
カ
ギ

で
あ
っ
た
。

他
方
、
石
炭
を
主
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
す
る
中
国
に
と
っ
て
石
炭
の
持
続
的
利
用
を
制
約
す
る
た
め
、
環
境
問
題
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
を
脅
か
す
要
因
と
な
る
。
し
か
し
石
炭
利
用
に
伴
う
環
境
問
題
に
対
し
て
は
、
政
府
が
市
場
の
失
敗
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
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政
策
を
講
じ
て
お
り
、
か
っ
そ
の
対
策
手
段
は
市
場
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
活
用
し
た
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
中

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
体
系
は
し
ば
し
ば
注
目
を
集
め
る
強
い
政
策
介
入
ば
か
り
で
な
く
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
活
用
し
た

手
段
を
通
じ
て
達
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
効
果
も
大
き
い
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
一
で
は
石
油
に
関
し
て
、
国
内
需
給
と
対
外
進
出
の
状
況
に
つ
い
て
整
理
し
た
上

で
、
八

0
年
代
以
降
進
め
ら
れ
て
き
た
市
場
経
済
化
が
囲
内
生
産
お
よ
び
対
外
進
出
に
及
ぼ
し
て
き
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二
で
は
石
炭
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
石
炭
が
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
に
果
た
し
て
き
た
役
割
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
石
炭
の
増

産
を
可
能
に
し
て
き
た
要
因
と
し
て
市
場
経
済
化
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
二

O
O
三
年
以
降
の
需
給
逼
迫
の
背

景
を
分
析
し
、
今
後
の
石
炭
需
給
と
供
給
安
定
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
評
価
す
る
。
三
で
は
、
石
炭
の
持
続
可
能
な
利
用

の
制
約
と
な
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
中
国
政
府
の
取
り
組
み
を
整
理
し
、
そ
の
評
価
を
行
う
。
最
後
に
結
論
に
お
い
て
、
以
上
の

分
析
を
踏
ま
え
、
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
政
策
体
系
全
体
を
評
価
し
、
本
稿
の
分
析
の
イ
ン
プ
リ
ケ
l
シ
ヨ
ン
を
ま
と
め

る。
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石
油
｜
｜
圏
内
の
増
産
と
対
外
進
出
に
お
け
る
市
場
経
済
化
の
影
響

（ー）

計
画
経
済
体
制
か
ら
市
場
経
済
体
制
へ
の
移
行

中
国
の
石
油
産
業
の
形
成
過
程
に
お
い
て
は
、
経
済
体
制
の
変
革
が
抜
本
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
従
来
の
計
画
経
済
体
制

に
お
い
て
は
企
業
は
存
在
せ
ず
、
国
家
計
画
委
員
会
と
石
油
生
産
・
販
売
を
管
轄
す
る
省
庁
（
時
期
に
よ
っ
て
燃
料
工
業
部
、
石
油
工

業
部
、
燃
料
化
学
工
業
部
、
化
学
工
業
部
な
ど
と
変
遷
）
が
石
油
生
産
・
販
売
に
関
わ
る
意
思
決
定
を
行
い
、
生
産
現
場
に
下
達
す
る

と
い
う
体
制
で
あ
っ
た
。



し
か
し
計
画
経
済
体
制
が
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
る
な
か
、
一
九
七
八
年
二
一
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
改
革
開
放
政
策
に
合
わ
せ
て
、

石
油
産
業
に
お
い
て
も
市
場
経
済
体
制
へ
の
移
行
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
過
程
で
、
一
九
八
二
年
に
は
そ
れ
ま
で
省
庁
に
完
全
に
従

属
し
、
生
産
現
場
に
過
ぎ
な
か
っ
た
企
業
を
独
立
し
た
経
営
判
断
が
可
能
な
企
業
（
総
公
司
と
呼
ば
れ
た
）
と
し
て
成
立
さ
せ
る
変

更
が
行
わ
れ
た
。
同
年
、
中
国
海
洋
石
油
総
公
司
（
C
N
O
O
C）
が
設
立
さ
れ
、
石
油
工
業
部
か
ら
海
洋
油
田
開
発
の
機
能
が
移

管
、
ま
た
中
国
石
油
化
工
総
公
司
（
S
I
N
O
P
E
C）
も
設
立
さ
れ
、
石
油
工
業
部
お
よ
び
化
学
工
業
部
に
よ
っ
て
管
轄
さ
れ
て

い
た
石
油
精
製
・
石
油
化
学
の
下
流
部
分
が
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
数
年
遅
れ
た
一
九
八
八
年
に
は
石
油
工
業
部
自

体
が
撤
廃
さ
れ
、
上
流
部
分
の
生
産
管
理
機
能
を
中
国
石
油
天
然
気
総
公
司
（
C
N
P
C）
へ
と
移
管
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る

中国のエネルギ一安全保障に関する一考察

こ
う
し
て
石
油
工
業
部
が
国
家
計
画
委
員
会
の
作
成
す
る
計
画
に
基
づ
き
、
傘
下
の
油
田
に
生
産
目
標
を
下
達
す
る
と
い
う
従
来

の
硬
直
的
な
体
制
か
ら
、
各
油
田
の
生
産
を
行
う
分
公
司
（
子
会
社
）
が
総
公
司
（
親
会
社
）
の
指
示
の
も
と
、
従
来
と
比
較
す
る

と
柔
軟
な
生
産
を
行
う
体
制
へ
と
転
換
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
石
油
工
業
部
が
全
て
を
差
配
す
る
体
制
か
ら
三
つ
の
総
公

司
が
並
存
す
る
形
態
へ
と
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
上
流
、
下
流
、
海
洋
油
田
と
完
全
に
分
離
さ
れ
た
領
域
で
そ

れ
ぞ
れ
が
独
占
的
な
地
位
を
保
っ
て
い
た
た
め
、
競
争
効
果
が
発
揮
さ
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
残
っ
た
。

そ
こ
で
一
九
九
八
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
上
流
、
下
流
に
分
割
さ
れ
て
い
た
C
N
P
C
と
S
I
N
O
P
E
C
を
そ
れ
ぞ
れ
の
資
産
を

シ
ャ
ツ
フ
ル
し
て
、
上
下
流
一
体
型
の
垂
直
統
合
型
の
企
業
と
し
て
再
編
す
る
改
革
が
行
わ
れ
た
。

C
N
P
C
と
S
I
N
O
P
E
C

（

2
）
 

に
つ
い
て
は
総
公
司
か
ら
集
団
公
司
と
い
う
名
称
に
改
称
と
な
り
、
さ
ら
に
企
業
と
し
て
の
機
能
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
中
国
の
石
油
産
業
に
お
い
て
進
め
ら
れ
た
市
場
経
済
化
は
、
石
油
生
産
に
関
わ
る
意
思
決
定
に
お
い
て
国
家
が
次
第
に

退
出
し
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
た
と
え
ば
ロ
シ
ア
と
比
較
す
る
と
異
な
る
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。
ロ
シ
ア
に
お
い
て

は
、
計
画
経
済
体
制
の
崩
壊
と
と
も
に
複
数
の
石
油
企
業
が
勃
興
し
、
民
間
の
石
油
企
業
も
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
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図 1 中国の原油生産と消費の推移

(100万トン）
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（出所） BP (2007] BP Statistical Review of World Energy 200ス

http://www.bp.com/productlanding.do?categoryld=6848&contentld= 70334 71 

よりダウンロード（2009年 9月27日）

表 1 油田別原油生産量の推移

1990 1995 2000 2003 2004 2005 2006 

大慶 5,562 5,601 5,300 4,840 4,640 4,495 4,341 

勝利 3,350 3,000 2,675 2,658 2,674 2,695 2,742 

遼河 1,360 1,552 1,452 1,385 1,283 1,226 1,201 

その他陸上油田 2,800 3,879 4,953 5,794 6,274 6,792 7,222 

陸上油田合計 13,702 14,032 14,329 14,614 14,871 15,208 15,506 

海上油田 143 842 1 757 2 430 2 601 2 878 2 871 

合計 13,845 14,874 16 086 17 044 17 413 18 086 18 372 

（出所）郭［2008]
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図2 主要国の石油消費量の推移
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の
後
、
民
間
石
油
企
業
に
対
す
る
国
家
の
締
め
付
け
が
強
化
さ
れ
、
民
間
石
油
企
業
の
経
営
者
が
逮
捕
さ
れ
る
事
態
す
ら
発
生
し
た
。

他
方
、
中
国
の
三
大
石
油
企
業
は
い
ず
れ
も
ま
だ
固
有
で
あ
る
が
、
国
家
の
経
営
判
断
に
関
わ
る
介
入
の
度
合
い
は
か
つ
て
と
比
べ

て
か
な
り
希
薄
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
続
け
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

362 

口
市
場
経
済
化
が
も
た
ら
し
た
生
産
増
と
効
率
向
上

ま
ず
市
場
経
済
化
に
よ
っ
て
何
が
変
わ
っ
た
の
か
、
ど
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
、
成
果
が
あ
っ
た
の
か
を
見
る
こ
と
で
、
中
国
の
政
府

が
自
ら
の
石
油
生
産
に
お
け
る
関
与
を
少
な
く
し
て
い
る
背
景
に
あ
る
ね
ら
い
を
あ
ぶ
り
だ
し
て
み
よ
う
。

中
国
は
依
然
と
し
て
世
界
第
五
位
の
産
油
国
で
あ
る
が
、
近
年
は
消
費
の
伸
び
に
比
し
て
、
生
産
の
増
加
ス
ピ
ー
ド
は
追
い
つ
い

て
い
か
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
図
1
の
通
り
、
中
国
は
一
九
九
三
年
を
境
に
原
油
の
純
輸
入
国
と
な
り
、
そ
の
後
一
貫
し
て
需

給
ギ
ャ
ッ
プ
は
拡
大
し
て
い
る
。
二

O
O
八
年
に
は
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
は
一
億
八
六

O
O万
ト
ン
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
そ
の
最
大
の

原
因
は
、
従
来
の
主
力
油
田
で
あ
っ
た
陸
上
三
油
田
（
大
慶
、
勝
利
、
遼
河
）

の
資
源
的
制
約
に
よ
る
生
産
減
で
あ
る
。
表
1
の
と

一
九
九

O
年
時
点
で
は
陸
上
主
力
三
油
田
の
生
産
量
は
一
九
九

O
年
か
ら
二

O
O六
年
の
聞
に
二

0
0
0万
ト
ン
の
減
少
と

な
り
、
シ
ェ
ア
は
七
四
%
か
ら
四
五
%
に
低
下
し
て
い
る
。
代
わ
っ
て
新
彊
を
中
心
と
す
る
西
部
油
田
な
ど
そ
の
他
の
陸
上
油
田
と

海
洋
油
田
が
増
産
す
る
こ
と
で
全
体
と
し
て
は
増
産
を
確
保
し
て
い
る
も
の
の
、
年
平
均
成
長
率
は
二
%
弱
に
過
ぎ
な
い
。

他
方
、
石
油
消
費
に
つ
い
て
は
、
図
2
の
通
り
、
中
国
は
二

O
O
二
年
に
日
本
を
抜
い
て
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
、
世
界
第
二
位
の
石

油
消
費
国
と
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
と
は
依
然
相
当
の
差
が
あ
る
が
、
急
速
に
そ
の
差
を
縮
め
て
お
り
、
他
の
主
要
消
費
国
と
比

べ
る
と
、
中
国
の
消
費
量
の
伸
び
は
突
出
し
た
成
長
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
近
年
の
国
際
原
油
市
況
の
高
騰
の
一
因
と
し
て
中

（

3
）
 

国
が
名
指
し
さ
れ
る
背
景
と
な
っ
て
い
る
。

お
り
、中

国
の
石
油
消
費
拡
大
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
が
モ

l
タ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
需
要
の
拡
大
で
あ
る
。
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中国の石油輸出・輸入の推移図3
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と
く
に
二
0
0
0年
以
降
、
所
得
の
増
加
に
裏
打
ち
さ
れ
た
マ
イ
カ
ー
ブ
ー

ム
が
本
格
化
し
、
乗
用
車
の
台
数
が
急
増
し
て
い
る
。
二
O
O
八
年
に
は
国

内
自
動
車
販
売
台
数
は
九
三
八
万
台
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
世
界
第
二

位
と
な
り
、

二
O
O九
年
は
ア
メ
リ
カ
の
急
激
な
減
少
に
よ
り
世
界
第

一
位

に
躍
り
出
る
と
い
う
予
想
す
ら
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
石
油
生
産
は
か
ろ
う
じ
て
増
産
を
確
保
し
つ
つ
も
、
そ
の
成

長
率
は
消
費
の
伸
び
に
は
到
底
追
い
つ
か
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

当
然
の
帰
結
と
し
て
、
近
年
の
中
国
に
よ
る
石
油
輸
入
の
急
増
ぶ
り
に
は
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
図
3
の
通
り
、
中
国
の
石
油
輸
入
は
特
に
二

0
0

O
年
以
降
に
急
増
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
中
国
の
原
油
の
対
外
依
存
度
は

一
九
九

O
年
の
時
点
で
は
三
%
に
満
た
な
い
低
い
水
準
で
あ
っ
た
が
、

二
O

O
七
年
に
は
四
九
・
九
%
と
急
激
に
上
昇
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
中
国
国
内
の
石
油
需
給
状
況
は

一
九
九
二
年
以
降
、
需
要
超
過

と
な
っ
て
お
り
、

い
ま
や
中
国
は
必
要
と
す
る
原
油
の
半
分
を
輸
入
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
消
費
の
急
増
で
あ
る
が
、

他
方
で
生
産
量
の
伸
び
の
低
迷
も
見
過
ご
せ
な
い
。
こ
れ
は
市
場
経
済
化
の

も
と
で
行
っ
て
き
た
企
業
改
革
の
失
敗
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

国
内
生
産
が
低
迷
し
て
い
る
最
大
の
原
因
が
か
つ
て
の
主
力
油
田
の
減
産
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で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
主
力
油
田
の
大
幅
な
減
産
と
い
う
状
況
に
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も
か
か
わ
ら
ず
、
曲
が
り
な
り
に
も
二
%
程
度
の
増
産
を
確
保
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
減
産
を
従
来
は
主
力
生
産
地
で
は
な
か
っ
た

西
部
油
田
や
一
九
八

0
年
代
ま
で
生
産
の
な
か
っ
た
海
上
油
田
の
生
産
が
埋
め
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
（
表
1
）
。
重
要
な
こ

と
は
、
こ
の
西
部
油
田
や
海
上
油
田
の
開
発
が
ど
の
よ
う
に
可
能
と
な
っ
て
き
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
く
に
海
上
油
田
に
注
目

す
る
と
、
市
場
経
済
化
の
企
業
改
革
に
よ
っ
て
新
た
に
設
立
さ
れ
た

C
N
O
O
C
が
一
手
に
生
産
を
行
っ
て
い
る
。
一
九
八

0
年
代

の
時
点
で
は
中
国
は
陸
上
油
田
の
開
発
の
経
験
し
か
な
く
、
海
上
油
田
開
発
に
必
要
な
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
に
は
大
き
な
制
約
が
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
海
外
の
石
油
企
業
を
国
内
の
海
上
油
田
開
発
に
引
き
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

C
N
O
O
C
と

い
う
企
業
が
一
九
八

0
年
代
に
新
た
に
設
立
さ
れ
た
企
業
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
三
社
の
中
で
も
市
場
経
済
化
が
進
ん
で
い
た
こ
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と
が
大
い
に
影
響
し
て
い
る
。

他
の
二
社
に
関
し
て
も
市
場
経
済
化
は
生
産
効
率
の
向
上
に
少
な
か
ら
ず
寄
与
し
て
い
る
。
生
産
効
率
の
向
上
は
、
決
め
ら
れ
た

生
産
量
さ
え
生
産
し
て
い
れ
ば
生
産
効
率
を
問
わ
れ
な
い
従
来
の
計
画
経
済
体
制
で
は
実
現
不
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
原
油
価
格

は
概
ね
国
際
価
格
に
連
動
す
る
度
合
い
が
強
め
ら
れ
る
一
方
、
製
品
価
格
は
政
治
的
配
慮
か
ら
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
、
国

際
原
油
価
格
が
高
騰
し
た
二

O
O七
年
、
二

O
O
八
年
に
お
い
て
も
石
油
企
業
に
は
政
府
の
補
助
金
が
投
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

経
営
効
率
を
問
わ
れ
な
い
か
つ
て
の
「
ソ
フ
ト
な
予
算
制
約
」
の
下
で
の
補
助
金
と
異
な
り
、
市
場
経
済
化
に
よ
っ
て
政
府
と
切
り

離
さ
れ
た
時
点
で
石
油
企
業
の
経
営
者
は
効
率
的
な
経
営
を
求
め
ら
れ
る
制
度
に
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
制
度
の
改
革
が
な
け

れ
ば
、
主
力
油
田
の
減
産
は
実
際
よ
り
も
ず
っ
と
早
い
ペ

l
ス
で
進
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
主
力
油
田
の
減
産
は
資
源
条
件
の
悪

化
に
よ
り
、
不
可
避
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
マ
イ
ル
ド
に
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
（
原
油
回
収
増
進
技
術
な
ど
）
が

講
じ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

生
産
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
さ
ら
に
重
要
な
要
因
と
し
て
、
経
営
を
改
善
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
市
場
経
済
化
が
も
た
ら
し
た

こ
と
は
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
計
画
経
済
期
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
内
部
留
保
が
認
め
ら
れ
た
上
で
、
生
産
目
標
超
過
分
に
つ



い
て
は
市
場
価
格
で
販
売
し
、
そ
の
収
入
を
再
投
資
に
回
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
原
油
価
格
も
段
階
的
に
国
際
価
格

の
水
準
に
近
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
石
油
企
業
は
再
投
資
や
研
究
開
発
に
内
部
留
保
を
回
し
、
そ
の
結
果
、
生
産
の
持

続
的
な
成
長
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
八
年
に
行
っ
た
上
下
流
一
体
型
の
垂
直

そ
う
し
た
企
業
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
構
造
を
改
善
す
る
試
み
の
集
大
成
と
し
て
、

統
合
型
の
企
業
と
し
て
の
産
業
内
再
編
の
改
革
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
改
革
の
結
果
生
ま
れ
た
新
生

C
N
P
Cと
新
生

S

I
N
O
P
E
C
は
利
益
最
大
化
を
め
ざ
し
て
、
上
流
の
石
油
開
発
を
拡
充
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
が
西
部
油
田

の
生
産
拡
大
に
寄
与
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
後
述
す
る
海
外
の
石
油
開
発
に
打
っ
て
出
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と

そ
の
た
め
の
条
件
を
整
え
た
と
い
え
る
。
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一
九
八

0
年
代
と
い
う
ま
だ
石
油
輸
出
国
で
あ
っ
た
時
期
に
、
中
国
政
府
が
ど
こ
ま
で
現
状
を
見
通
し
て
市
場
経
済
化
に
踏
み
切

っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
国
家
と
企
業
が
一
体
化
し
て
い
た
従
来
の
体
制
で
は
国
内
生
産
の
持
続
的
な
伸
び
を
確
保
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
し
、
最
近
の
活
発
な
海
外
進
出
も
難
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
囲
内

生
産
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
か
つ
て
の
主
力
油
田
が
減
産
に
転
じ
る
な
か
で
、
海
洋
油
田
な
ど
新
規
油
田
の
開
発
を
通
じ
た
生
産
拡
大

に
よ
っ
て
生
産
量
全
体
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
外
資
導
入
も
含
め
、
市
場
経
済
化
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
中
国
政
府
が
石
油
産
業
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
は
な
く
、
生
産
量
拡
大
を
至
上
命
題
と
し
て
そ
の
た
め
に
利
潤
最
大

化
、
経
営
効
率
化
と
い
う
企
業
原
理
の
貫
徹
を
認
め
た
こ
と
が
成
功
の
カ
ギ
で
あ
っ
た
。

対
外
進
出
を
促
す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

圏
内
生
産
の
増
産
に
努
め
つ
つ
も
、
自
ず
と
資
源
的
な
限
界
が
あ
り
、
中
国
は
急
増
す
る
石
油
輸
入
と
い
う
現
象
に
対
し
て
、
海

外
か
ら
の
石
油
供
給
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
の
様
々
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
国
家
に
よ
る
石
油
戦
略
備
蓄
制
度
の
構
築
も
そ

（三i

365 
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中国の石油輸入元の推移
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（出所）郭［2006]'p. 155、新聞報道より作成

（万トン）
18,000 

16,000 

14,000 

12,000 

10,000 

4,000 

2,000 
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の
取
り
組
み
の
一
環
で
あ
る
。
他
に
注
目
す
べ
き
対
策
と
し
て
、
輸
入
元
の

国
々
の
分
散
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
4
の
通
り
、
中
国
の
石
油
輸
入

366 

の
国
別
構
成
を
見
る
と
、
中
東
地
域
へ
の
輸
入
依
存
度
は
四
五
%
に
止
ま
り
、

2007 

九
割
を
超
え
る
日
本
と
比
較
す
る
と
大
幅
に
低
い
。
他
方
、

ア
フ
リ
カ
諸
国

2006 

か
ら
の
輸
入
は
非
常
に
多
く
、

二
O
O
六
年
時
点
で
三
一
%
に
ま
で
達
し
て

い
る
。

ま
た
中
国
は
固
有
石
油
企
業
三
社
の
海
外
操
業
を
通
じ
て
、
海
外
石
油
権

益
の
取
得
も
進
め
て
い
る
。
二

O
O
六
年
末
時
点
で
二
二
三
の
石
油
お
よ
び

天
然
ガ
ス
の
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
済
な
い
し
実
施
中
で
あ
り
、
権
益

原
油
は
三
O
一
五
万
ト
ン
、
権
益
ガ
ス
は
三
八
億
ぱ
に
達
し
、
中
国
の
原
油

輸
入
量
の
二
0
・
八
%
に
相
当
す
る
（
郭
［
二

O
O
八
］
）
。
日
本
は
一
九
七

0
年
代
の
石
油
危
機
以
来
、
長
年
に
わ
た
っ
て
海
外
権
益
原
油
の
取
得
に
多

大
な
資
金
と
労
力
を
投
じ
て
き
た
も
の
の
、

一
九
九
九
年
末
時
点
で
も
輸
入

量
の
一
五
・
二
%
、

二
O
O
三
年
に
は
九
・
八
%
に
ま
で
低
下
し
て
い
た
こ

と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
中
国
の
石
油
企
業
の
対
外
進
出
は
目
覚
ま
し
い
成
果
を

挙
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
中
国
石
油
企
業
の
活
発
な
対
外
進
出
に
対
し
て
は
、
欧
米
の

国
々
か
ら
、
そ
し
て
わ
が
国
で
も
、
石
油
企
業
が
国
策
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
安
全
保
障
と
い
う
目
的
に
沿
っ
て
、
極
端
に
い
え
ば
企
業
と
し
て
の
利
潤



追
求
を
棚
上
げ
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
だ
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
果
た
し
て
そ
れ
は
本
当
だ
ろ
う
か
。

筆
者
が
別
稿
（
堀
井
［
二

O
一
O
a］
）
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
例
え
ば
中
国
石
油
企
業
の
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
も
成

功
例
と
さ
れ
る
ス
l
ダ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
国
家
と
企
業
の
関
係
を
見
る
と
、
石
油
企
業
が
自
ら
の
利
益
確
保
の
た
め
に
国

家
の
支
援
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
と
い
う
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

C
N
P
C
の
ス
l
ダ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
投
資
は
一
九
九
五
年
に
始
ま
る
が
、
そ
の
二
年
前
に
ス
l
ダ
ン
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
経

済
制
裁
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
政
府
首
脳
に
よ
る
資
源
外
交
や
多
面
的
な
協
力
協
定
な
ど
が
取
り
結
ば
れ
、
企
業
の
活
動
を

国
家
が
支
援
す
る
形
が
と
ら
れ
た
。
加
え
て
、
経
済
的
な
支
援
と
し
て
中
国
輸
出
入
銀
行
に
よ
る
一
一
五
億
元
の
優
遇
借
款
の
供
与

ス
l
ダ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
油
田
の
探
鉱
・
開
発
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
原
油
輸
送
の
た
め

を
申
請
し
、
認
め
ら
れ
て
い
る
。

中国のエネルギー安全保障に関する一考察

の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
や
精
製
設
備
、
化
学
加
工
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
建
設
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
石
油
企
業
の

投
資
と
し
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
に
加
え
、
中
国
政
府
は
国
際
援
助
の
か
た
ち
で
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
投
資
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
石
油
関
連
施
設
周
り
の
道
路
整
備
や
「
中
国
城
」
と
呼
ば
れ
る
中
国
人
従
業
員
の
居
留
地
区
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
さ

ら
に
は
ス
l
ダ
ン
の
現
政
権
へ
の
武
器
供
与
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
の

ENd
－E
g［

M
o
o
d
）
。
こ
う
し
た
石
油
生
産
関
連
以
外

の
投
資
に
つ
い
て
は
、
中
国
進
出
口
（
輸
出
入
）
銀
行
や
国
家
開
発
銀
行
、
中
国
出
口
（
輸
出
）
信
用
保
険
公
司
に
よ
る
貿
易
保
険

や
低
利
融
資
な
ど
、
資
金
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け
て
い
る
（
百
江
ω
g
F
冨
R
8
2
8
0？
の

E
Z
2
8
0

C
N
P
C
の
ス
l
ダ
ン
へ
の
投
資
額
は
一
九
九
五
年
以
降
、
二

O
O
五
年
ま
で
に
二
七
億
三

0
0
0万
ド
ル
に
達
し
た
と
さ
れ
る
。

一
九
九
五
年
に
投
資
し
た
鉱
区
に
つ
い
て
は
早
く
も
一
九
九
九
年
に
原
油
生
産
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
の
第
一
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
は
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
敷
設
コ
ス
ト
も
含
め
て
総
投
資
額
が
一
七
億
ド
ル
、
そ
の
う
ち
C
N
P
C
は
七
億
五

0
0
0万
ド
ル

を
投
資
し
た
と
さ
れ
る
が
、
二

O
O
一
年
末
ま
で
に
産
出
さ
れ
た
原
油
は
一
億
六
九

O
O
万
バ
レ
ル
、
う
ち
C
N
P
C
の
取
り
分
は

367 

三
六
一
八
万
バ
レ
ル
、
販
売
収
入
は
八
億
二
六
O
O
万
ド
ル
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後
三
年
あ
ま
り
で
完
全
に
投
資
回
収
に
成
功
し
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た
と
さ
れ
る
（
駐
蘇
丹
使
館
経
商
処
［
二

O
O
二
〕
）
。
そ
の
後
、
二

O
O
四
年
以
降
は
国
際
原
油
価
格
が
一
バ
レ
ル
五

0
ド
ル
を
超
え

る
水
準
と
な
り
、
そ
れ
以
前
の
段
階
で
既
に
投
資
回
収
に
成
功
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
ス

l
ダ
ン
の
石
油
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経

済
性
は
相
当
に
良
好
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
国
家
の
資
源
外
交
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
活
用
し
て
、
石
油
金
業
は
ス

l

ダ
ン
で
の
石
油
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
済
性
の
思
恵
を
享
受
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
い
え
そ
う
で
あ
る
。

吏
に
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
ス

l
ダ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
入
札
の
際
に
C
N
P
C
と
S
I
N
O
P
E
C
の
間
で
競
合
が

368 

生
じ
た
点
で
あ
る
。
政
府
の
指
令
の
も
と
、
企
業
が
海
外
進
出
を
行
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
入
札
金
額
を
釣
り
上
げ
て
し
ま
う
競
合
は

生
じ
得
る
べ
く
も
な
い
。
ま
た
一
九
九
九
年
の
ス

l
ダ
ン
に
お
け
る

C
N
P
C
の
権
益
原
油
は
二

O
O
万
ト
ン
強
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
が
、
実
際
に
ス

l
ダ
ン
か
ら
中
国
が
輸
入
し
た
原
油
は
二
七
万
ト
ン
に
止
ま
る
（
査
［
二

O
O
六
一
五
六
］
）
。
す
な
わ
ち
C
N
P

C
は
権
益
原
油
の
ほ
と
ん
ど
を
国
際
石
油
市
場
で
売
却
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
近
年
は
国
際
原
油
価
格
が
高
騰
し
、
中
国
の
ス

l

ダ
ン
か
ら
の
原
油
輸
入
は
大
幅
に
増
大
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
も
国
家
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
戦
略
に
従
っ
た
も
の
と

一
言
う
よ
り
は
、

C
N
P
C
が
企
業
と
し
て
の
経
営
判
断
に
従
っ
て
行
動
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
ス

l
ダ
ン
の
石
油
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
考
察
か
ら
、
中
国
の
石
油
企
業
が
活
発
に
海
外
の
石
油
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
投
資
し
、
権
益
を
確
保
し
て
い
る
の
は
必
ず
し
も
政
府
が
強
制
し
た
も
の
で
は
な
い
と
言
え
よ
う
。
む
し
ろ
石
油
企
業
が
自

ら
の
利
潤
拡
大
の
た
め
に
、
政
府
を
利
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
持
つ
。
最
初
の
段
階
で
は
政
府
の
優
遇
融
資
を

活
用
す
る
こ
と
で
リ
ス
ク
の
低
減
を
図
り
、
政
治
問
題
か
ら
国
際
石
油
メ
ジ
ャ
ー
が
二
の
足
を
踏
む
ス

l
ダ
ン
の
石
油
開
発
に
対
し
、

中
国
政
府
の
資
源
外
交
を
利
用
し
、
進
出
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
見
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
中
東
を
は
じ
め
、
よ
り
リ
ス
ク
が
小
さ
く
、

経
済
性
も
勝
る
と
考
え
ら
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
国
際
メ
ジ
ャ
ー
に
よ
っ
て
既
に
押
さ
え
ら
れ
て
お
り
、
新
参
の
中
国
石
油
企
業
に

は
入
り
込
む
余
地
が
な
い
。
そ
の
不
利
を
覆
す
た
め
に
政
府
を
利
用
し
て
ア
フ
リ
カ
に
進
出
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

や
は
り
市
場
経
済
化
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
中

中
国
石
油
企
業
が
積
極
的
な
対
外
進
出
の
行
動
を
取
っ
て
い
る
背
景
に
は
、



国
圏
内
の
資
源
開
発
条
件
が
悪
化
す
る
状
況
で
、
市
場
経
済
化
に
よ
っ
て
利
潤
拡
大
が
行
動
原
理
と
し
て
ピ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
た
石
油

企
業
は
活
路
を
求
め
て
海
外
の
石
油
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
石
油
企
業
に
と
っ
て
保
有
埋
蔵
量
は

株
価
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
将
来
性
を
左
右
す
る
重
要
な
要
因
で
あ
り
、
そ
の
拡
大
に
注
力
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
。

ま
た
対
外
進
出
を
支
え
た
資
金
は
二

0
0
0年
前
後
に
石
油
企
業
三
社
が
相
次
い
で
海
外
株
式
市
場
に
上
場
し
た
こ
と
で
調
達
し
た

資
金
で
あ
り
、
こ
の
点
も
企
業
改
革
の
成
果
で
あ
る
と
言
え
る
。
株
式
上
場
に
よ
っ
て
多
額
の
資
金
を
手
に
入
れ
た
中
国
石
油
企
業

が
そ
れ
を
海
外
権
益
の
確
保
に
投
じ
る
の
は
、
海
外
株
主
の
利
益
か
ら
考
え
て
も
あ
る
意
味
で
当
然
の
行
動
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

特
に
元
々
が
下
流
専
業
で
上
流
の
石
油
生
産
の
資
産
が
少
な
い

S
I
N
O
P
E
C
は
、
近
年
の
原
油
高
の
状
況
に
お
い
て
ま
さ
に

自
ら
の
存
立
を
か
け
て
資
源
確
保
に
血
道
を
あ
げ
て
き
た
。
そ
の
中
で

C
N
P
Cと
S
I
N
O
P
E
C
の
聞
で
競
合
が
生
じ
、
他
の

案
件
で
も
中
国
の
石
油
企
業
同
士
の
競
合
は
生
じ
て
お
り
、
政
府
は
海
外
の
石
油
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
入
札
に
対
し
て
は
、
企
業
同
士

で
協
力
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
［
二

O
O
六
一
二
七
］
）
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
「

n
E’

中国のエネルギ一安全保障に関する一考察

ロ
m
．ω

。σ2
8
Zロ
」
は
国
家
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
目
指
し
た
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
企
業
が
自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
生
き
残
り

を
企
図
し
た
た
め
で
あ
り
、
焦
燥
感
を
持
っ
て
い
た
の
は
国
家
以
上
に
企
業
で
あ
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
見
す
る
と
国
家
が
前
面
に
出
て
い
る
中
国
石
油
企
業
の
海
外
進
出
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
企
業
が
主
導
し
、
政
府
を
利

以
上
、

用
し
て
い
る
面
も
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う
点
は
重
要
で
あ
る
。
八

0
年
代
以
降
、
こ
れ
ま
で
中
国
の
石
油
産
業
で
進
め
ら
れ
て
き
た

市
場
経
済
化
に
よ
っ
て
石
油
企
業
が
利
潤
拡
大
を
追
求
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
結
果
的
に
国
家
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
に
も
寄
与
し
て
い
る
と
捉
え
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
も
っ
と
も
C
N
P
C
が
か
つ
て
ス

l
ダ
ン
原
油
を
自
国
に
持
ち

込
ま
ず
、
国
際
市
場
に
お
い
て
処
分
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
企
業
に
と
っ
て
や
は
り
利
潤
の
拡
大
こ
そ
が
行
動
原
理
で
あ
り
、

海
外
で
生
産
し
た
原
油
は
最
も
利
益
の
上
が
る
市
場
で
販
売
す
る
と
い
う
当
然
の
行
動
を
取
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
い
え
ば
所
期
の
目
的
を
果
た
せ
な
い
危
う
さ
も
は
ら
む
。
平
時
は
企
業
原
理
で
行
動
し
て
も
有
事
の
際

369 
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に
国
益
に
沿
っ
た
行
動
を
取
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
現
段
階
で
は
海
外
で
の
石
油
生
産
が

中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
与
え
る
効
果
に
は
一
定
の
条
件
、
す
な
わ
ち
金
業
利
益
を
大
き
く
損
な
わ
な
い
と
い
う
条
件
が
あ

370 

る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。石

炭
l
l
l需
給
逼
迫
を
招
来
し
た
投
資
不
足
と
市
場
経
済
化
に
よ
る
解
消

（一）

高
度
成
長
期
の
石
炭
増
産
の
背
景
に
あ
っ
た
規
制
緩
和

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
と
言
え
ば
、
石
油
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
で
あ
る
が
、
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
根
元
を
支
え
て
き
た

の
は
主
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
石
炭
で
あ
る
。
中
国
が
高
度
成
長
を
始
め
た
一
九
八

0
年
代
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
全
体
は

供
給
不
足
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
一
九
九

0
年
代
半
ば
ま
で
に
は
石
炭
の
供
給
が
堅
調
に
増
加
し
続
け
て
き
た
こ
と
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
全
体
も
緩
和
、
局
地
的
に
は
供
給
過
剰
と
す
ら
見
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
石
油
が
一
九
九
三
年
以
降
、
純
輸
入

に
転
じ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
三

O
年
に
及
ぶ
中
国
の
高
度
成
長
、
と
く
に
工
業
化
の
エ
ン
ジ
ン
に
燃
料
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
供
給
し
続
け
て
い
た
の
は
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
七
割
程
度
を
占
め
る
石
炭
で
あ
っ
た
と
舌
守
え
る
。

石
炭
が
高
度
成
長
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
増
大
を
支
え
続
け
て
き
た
こ
と
は
、
図
5
中
の
折
れ
線
、
石
炭
比
率
の
推
移
を
み
て

も
明
ら
か
で
あ
る
。
中
国
は
石
炭
大
国
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
実
は
一
九
七

0
年
代
の
半
ば
ま
で
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
石
炭
比
率
は

低
下
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
中
国
で
も
脱
石
炭
化
が
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
大
慶
油
田
を
は
じ
め
と

す
る
大
油
田
の
発
見
と
開
発
の
成
功
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
高
度
成
長
が
加
速
す
る
一
九
八

0
年
代
か
ら
一
九
九

0
年
代
半

ば
に
か
け
て
の
期
間
は
逆
に
石
炭
比
率
は
上
昇
に
転
じ
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
九

0
年
代
後
半
に
い
っ
た
ん
減
少
に
転
じ
る
も
の
の
、

再
び
二

O
O
二
年
以
降
に
な
る
と
再
度
上
昇
に
転
じ
て
い
る
。
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図5 源別一次工ネルギー消費量の推移と石炭比率
（万トン）
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（注）単位は標準炭換算

（出所）『中国統計年鑑』各年版より筆者作成。

（万 トン）
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図6 企業タイプ別石炭生産量推移

・郷鎮炭鉱 ・地方国有炭鉱 蝿国有重点炭鉱
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（注）単位は原炭換算

（出所）『中国煤炭工業年鑑』各年版、新聞記事報道より作成
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一
九
八

0
年
代
以
降
の
石
炭
比
率
の
変
化
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
変
遷
と
重
ね
て
み
れ
ば
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
全
体
が
逼
迫
し
て
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い
る
時
期
（
一
九
九
0
年
代
半
ば
ま
で
の
高
度
成
長
期
と
二

O
O
二
年
以
降
の
経
済
過
熱
期
）
は
石
炭
比
率
が
上
昇
し
、
逆
に
需
給
が
緩

（

4
）
 

和
し
て
い
る
時
期
（
一
九
九
0
年
代
後
半
の
経
済
低
迷
期
）
に
は
石
炭
比
率
は
下
降
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
全
体
が
逼
迫
し
た
際
に
、
増
産
で
対
応
す
る
の
は
石
炭
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
そ
の
石
炭
の
増
産
の
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
図
6
は
企
業
タ
イ
プ
別
に
石
炭
生
産
量
の
推

移
を
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
九

0
年
代
半
ば
ま
で
の
高
度
成
長
期
に
石
炭
の
増
産
を
支
え
て
き
た
の
は
郷
鎮
炭
鉱
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
図
の
と
お
り
、
そ
の
他
の
タ
イ
プ
の
炭
鉱
の
生
産
量
は
ほ
と
ん
ど
横
ば
い
で
あ
っ
た
が
、
郷
鎮
炭
鉱
は
一
九
八
O
年

代
以
降
、

一
九
九

0
年
代
半
ば
ま
で
飛
躍
的
な
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
表
2
の
と
お
り
、
郷
鎮
炭
鉱
は
、
平
均
年
産
量
が
わ
ず
か
七

九
0
0
ト
ン
の
小
型
炭
鉱
の
集
合
で
あ
っ
た
（
一
九
九
五
年
時
点
。
ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
の
炭
鉱
は
同
三
七
万
ト
ン
）
。

世
界
の
石
炭
生
産
量
の
三
分
の
一
程
度
を
・
占
め
る
世
界
第
一
位
の
石
炭
生
産
国
に
お
い
て
、
生
産
量
の
半
分
近
く
が
こ
う
し
た
零

細
炭
鉱
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
郷
鎮
炭
鉱
は
日
本
で
は
町
村
に
当
た
る
行
政
レ
ベ
ル
の

政
府
や
個
人
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
炭
鉱
を
指
し
、
国
家
が
経
営
す
る
固
有
重
点
炭
鉱
を
中
心
と
し
た
従
来
（
計
画
経
済
期
）
の
石

炭
産
業
に
お
い
て
は
ご
く
わ
ず
か
な
シ
ェ
ア
に
止
ま
る
、
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
八

0
年
代
以
降
の
経
済

改
革
の
な
か
で
規
制
緩
和
が
進
み
、
地
中
に
あ
る
石
炭
を
タ
ダ
同
然
で
掘
り
出
し
て
お
金
儲
け
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
農
村
で

爆
発
的
に
参
入
が
生
じ
て
成
長
し
て
き
た
炭
鉱
で
あ
る
。
表
2
の
と
お
り
、

一
九
九
五
年
に
は
郷
鎮
炭
鉱
の
炭
鉱
数
は

7
万
を
超
え

る
膨
大
な
数
に
膨
れ
上
が
り
、
生
産
量
全
体
の
四
割
を
超
え
る
シ
ェ
ア
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

但
し
、
そ
の
弊
害
も
甚
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
挙
げ
れ
ば
、
低
い
資
源
回
収
率
、
多
発
す
る
炭
鉱
死
亡
事
故
、
環
境
問

題
で
あ
る
（
堀
井
［
二

0
0
0
］
）
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
本
稿
で
は
詳
し
く
取
り
上
げ
る
紙
幅
は
な
い
が
、
た
と
え
ば
炭
鉱
死
亡
事

故
は
、

一
九
九

0
年
代
に
は
年
間
六
千
人
を
超
え
る
死
者
を
出
し
て
お
り
、
世
界
の
炭
鉱
事
故
死
亡
者
数
の
八
割
以
上
を
中
国
一
国
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タイプ別炭鉱数の推移

1995年 2005年

国有重点炭鉱 596炭鉱 735炭鉱

平均年産量： 73.8万トン 平均年産量：139.3万トン

地方国有炭鉱 1,803炭鉱 1,546炭鉱

平均年産量： 10.9万トン 平均年産量：18.6万トン

郷鎮炭鉱 72,919炭鉱 16,276炭鉱

平均年産量： 7,900トン 平均年産量： 5.1万トン

表2

で
占
め
る
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
郷
鎮
炭
鉱
が
過
小
な
投
入
で
粗
放
的
な

技
術
、
設
備
で
生
産
を
行
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
生
じ
た
問
題
で
あ
っ
た
。

ニ
0
0
0年
代
の
石
炭
供
給
不
足
の
原
因
と
市
場
経
済
化
の
効
果

九
0
年
代
の
後
半
に
石
炭
需
給
は
全
体
と
し
て
供
給
過
剰
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、

上
で
挙
げ
た
様
々
な
問
題
（
外
部
不
経
済
）
を
抱
え
て
い
た
郷
鎮
炭
鉱
を
強
制
閉

（ニ）
鎖
し
、
現
代
型
設
備
を
有
し
、
生
産
規
模
も
大
き
い
固
有
重
点
炭
鉱
を
中
心
と
し

た
産
業
構
造
へ
と
転
換
さ
せ
る
一
連
の
政
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
図
6
の
通
り
、

一
九
九
七
年
か
ら
二

O
O
一
年
に
か
け
て
郷
鎮
炭
鉱
の

生
産
量
は
急
減
す
る
。

と
こ
ろ
が
二

O
O
三
年
以
降
、
経
済
成
長
が
急
加
速
し
た
こ
と
に
伴
い
、
石
炭

の
需
要
も
急
伸
し
た
が
、
そ
の
際
深
刻
な
石
炭
の
供
給
不
足
が
生
じ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
れ
は
図
6
の
通
り
、
郷
鎮
炭
鉱
の
生
産
量
が
政
策
に
よ
っ
て
大
幅
に
削

（出所）各種資料より筆者作成

滅
さ
れ
た
一
方
で
、
固
有
重
点
炭
鉱
の
生
産
量
は
そ
れ
を
補
う
ほ
ど
に
は
増
加
し

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
図
の
通
り
、
国
有
重
点
炭
鉱
の
生
産
量
は
二

0
0
0年

ま
で
低
成
長
に
甘
ん
じ
て
い
た
が
、
こ
の
需
給
逼
迫
期
に
は
大
き
く
増
加
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
の
固
有
重
点
炭
鉱
は
設
計
生
産
能
力
を
二

O
%以

上
上
回
る
強
い
負
荷
で
生
産
を
行
っ
て
お
り
、
急
増
す
る
需
要
に
応
じ
き
れ
な
い

373 

状
況
で
あ
っ
た
。
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固
有
重
点
炭
鉱
の
生
産
能
力
そ
の
も
の
が
足
り
な
く
な
っ
た
原
因
は
、
九

0
年
代
の
石
炭
産
業
に
お
け
る
産
業
構
造
改
革
に
そ
の

原
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
程
こ
の
時
期
に
郷
鎮
炭
鉱
の
強
制
閉
鎖
を
行
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
の
政
策
の
背
景
に
は

外
部
不
経
済
の
除
去
と
い
う
目
的
ば
か
り
で
な
く
、
固
有
重
点
炭
鉱
の
支
援
と
い
う
面
も
あ
っ
た
。
固
有
重
点
炭
鉱
よ
り
も
低
コ
ス

ト
で
生
産
が
可
能
な
郷
鎮
炭
鉱
が
、
莫
大
な
数
の
炭
鉱
と
し
て
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
炭
鉱
が
損
益
分
岐
点
ま
で
目
一
杯
生
産
を
拡

大
す
る
こ
と
で
、
九

0
年
代
は
供
給
過
剰
気
味
に
推
移
し
、
特
に
九

0
年
代
後
半
は
石
炭
価
格
が
大
幅
に
下
落
す
る
こ
と
と
な
っ
た

わ
け
で
あ
る
。
そ
の
中
で
郷
鎮
炭
鉱
は
価
格
下
落
に
よ
っ
て
失
っ
た
売
上
げ
を
埋
め
合
わ
せ
よ
う
と
更
な
る
増
産
に
走
り
、
そ
れ
が
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更
な
る
価
格
下
落
を
招
く
悪
性
の
過
当
競
争
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
コ
ス
ト
高
の
固
有
重
点
炭
鉱
は
そ
う
し
た
状
況
の
中
で

多
額
の
赤
字
を
計
上
し
、
経
営
危
機
に
陥
る
炭
鉱
が
現
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
過
当
競
争
の
郷
鎮
炭
鉱
を
強
制
的
に
市
場
か

ら
排
除
し
、
価
格
引
き
上
げ
を
目
論
ん
だ
と
い
う
の
が
九

0
年
代
の
政
策
の
背
景
に
あ
っ
た
。

郷
鎮
炭
鉱
を
市
場
か
ら
強
制
的
に
排
除
す
る
一
方
、
固
有
重
点
炭
鉱
の
経
営
効
率
の
向
上
に
向
け
た
施
策
も
講
じ
ら
れ
た
。
そ
の

内
容
は
、
そ
れ
ま
で
手
厚
く
保
護
さ
れ
て
い
た
固
有
重
点
炭
鉱
の
経
営
に
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
導
入
し
、
経
営
効
率
の
向
上
を
迫
る

と
い
う
も
の
で
、
具
体
的
に
は
従
来
は
国
家
財
政
に
よ
る
無
償
資
金
供
与
で
行
っ
て
い
た
投
資
を
銀
行
融
資
に
切
り
替
え
て
い
く
措

置
な
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
、
図
7
の
通
り
、
国
有
重
点
炭
鉱
へ
の
投
資
は
急
減
す
る
。
そ
の
原
因
は
、
ア
ジ
ア
経
済
危

機
に
よ
る
景
気
後
退
な
ど
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
固
有
重
点
炭
鉱
の
経
営
効
率
向
上
の
た
め
の
具
体
的
な
方
策
が
ほ
と
ん
ど
講
じ

ら
れ
な
い
ま
ま
、
拙
速
に
市
場
経
済
化
を
進
め
た
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。
郷
鎮
炭
鉱
を
閉
鎖
す
れ
ば
石
炭
価
格
が
上
が
る
、
そ
う

す
れ
ば
全
て
問
題
は
解
決
す
る
と
い
う
極
め
て
乱
暴
な
制
度
改
革
で
あ
り
、
固
有
重
点
炭
鉱
の
経
営
改
善
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

何
ら
準
備
さ
れ
ず
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
だ
け
で
ビ
ル
ド
が
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
二

O
O
三
年
以
降
の
需
要
の
急
増
期
に

生
産
能
力
が
足
り
な
い
結
果
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
九
八
年
か
ら
五
年
間
は
固
有
重
点
炭
鉱
の
新
規
炭
鉱
の
着
工
は
な
か
っ

た
と
さ
れ
る
。
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図7 固有重点炭鉱に対する投資額の推移
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（出所）『中国煤炭工業年鑑』各年版より作成

表3 石炭産業の基本指標

生産量 投資額 利潤額
非般電炭力向け
一 価格 電力炭価格 割安比率

（万 トン） （億元） （億元） （元／ トン） （元／ トン） （%） 

1998 123 258 140 133 企5.0

1999 104 363 140 121 企13.6

2000 99 917 188 146 127 企13.0

2001 110 559 218 11 151 122 企18.8

2002 141 530 286 25 168 137 企18.2

2003 172 787 414 35 174 141 企18.8

2004 199 735 702 80 206 163 企21.3

2005 215 132 1‘144 148 270 213 企21.3

2006 232,526 1,479 677 338 281 .Al6.9 

（注1）「非電力向け一般炭価格」とは「商品煤総合平均価格」、「電力炭価格」とは「電煤重点合同

価格Jを指す。

（注2）「割安比率j は「非電力向け一般炭価格Jと「電力炭価格j の価格差が 「非電力向け一般

炭価格Jに占める割合を指す。

（出所）各種資料より筆者作成
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と
り
わ
け
問
題
で
あ
っ
た
の
は
、
郷
鎮
炭
鉱
を
閉
鎖
し
て
も
石
炭
価
格
は
引
き
続
き
低
迷
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
、
市

場
要
因
で
は
な
く
、
制
度
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
表
3
の
通
り
、
現
状
で
も
電
力
向
け
石
炭
と
非
電
力
向
け
石
炭
の
価
格
に

は
少
な
か
ら
ず
差
異
が
あ
る
。
特
に
一
九
九
八
年
か
ら
二

O
O
一
年
に
か
け
て
は
と
も
に
低
迷
す
る
が
、
非
電
力
向
け
石
炭
に
つ
い

て
は
横
ば
い
か
ら
僅
か
な
が
ら
も
上
昇
し
た
の
に
対
し
、
電
力
向
け
石
炭
は
下
落
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
非
電
力
向
け
は
需
要
の
急
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増
を
反
映
し
て
大
幅
に
価
格
水
準
を
切
り
上
げ
た
の
に
対
し
、
電
力
向
け
は
二

O
O
五
年
ま
で
非
電
力
向
け
よ
り
も
ず
っ
と
小
さ
な

幅
の
上
昇
に
止
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
表
中
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
一
九
九
八
年
か
ら
二

O
O
五
年
に
か
け
て
電
力
向
け
石
炭
の

割
安
の
程
度
は
拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
政
策
的
に
他
の
産
業
と
比
べ
て
電
力
産
業
は
優
遇
さ
れ
、
割
安
な
石
炭
の
供
給
を

受
け
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

価
格
水
準
は
如
実
に
石
炭
産
業
の
収
益
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
表
3
の
通
り
、
電
力
向
け
、
非
電
力
向
け
と
も
に
価
格
が
大
き
く

上
昇
し
始
め
た
二

O
O
四
年
以
降
、
利
潤
は
大
き
く
伸
び
始
め
る
。
特
に
電
力
向
け
価
格
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
二

O
O
六
年

に
は
利
潤
は
急
拡
大
す
る
。
電
力
向
け
の
石
炭
価
格
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
い
か
に
石
炭
産
業
の
健
全
な
経
営
を
妨
げ
て

い
た
か
理
解
で
き
よ
う
。
二

O
O
六
年
に
電
力
向
け
の
価
格
が
大
き
く
上
昇
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
そ
れ
ま
で
の
政
策
介
入
に
よ

る
人
為
的
な
価
格
抑
制
の
制
度
が
撤
廃
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
（
詳
し
く
は
堀
井
［
二
O
一
O
b
］
参
照
）
、
こ
の
時
点
に
至
っ
て
よ
う

や
く
価
格
決
定
を
市
場
要
因
に
よ
っ
て
決
め
る
態
勢
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

価
格
が
上
昇
し
、
利
潤
が
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
結
果
、
石
炭
産
業
へ
の
投
資
額
も
表
3
の
通
り
、
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
二

O
O
六
年
の
投
資
額
は
二

0
0
0年
の
八
倍
近
く
に
急
増
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
価
格
を
引
き
上
げ
た
効
果
だ

け
で
も
た
ら
さ
れ
た
果
実
で
は
な
い
。
政
府
が
九

0
年
代
後
半
の
固
有
重
点
炭
鉱
の
投
資
消
失
を
踏
ま
え
、
石
炭
産
業
の
支
援
政
策

（

5
）
 

を
打
ち
出
し
た
り
、
政
策
主
導
で
企
業
合
併
、
統
合
を
推
進
し
た
り
し
た
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
。
し
か
し
や
は
り
石

炭
価
格
の
上
昇
こ
そ
が
石
炭
産
業
の
経
営
好
転
、
投
資
の
増
加
の
最
大
の
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
て
問
題
は
な
か
ろ
う
。
二

O
O
五



年
と
二

O
O六
年
の
投
資
額
の
伸
び
は
や
は
り
非
電
力
向
け
も
電
力
向
け
も
と
も
に
石
炭
価
格
が
大
き
く
引
き
上
げ
ら
れ
た
影
響
が

大
き
い
。
特
に
電
力
向
け
は
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
非
電
力
向
け
と
比
較
し
た
割
安
の
程
度
を
大
き
く
縮
小
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
二

O
O
五
年
と
二

O
O六
年
の
投
資
額
の
大
半
は
、
引
き
続
き
郷
鎮
炭
鉱
に
対
し
て
は
厳
し
い
政
府
の
抑
制
策
が
あ
る

こ
と
も
あ
り
、
固
有
重
点
炭
鉱
の
新
規
炭
鉱
建
設
に
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
市
況
が
好
転
し
、
価
格
水
準
が
上
昇
し
て
く
る
中
で
、
石
炭
産
業
の
収
益
性
は
改
善
し
、
そ
の
結
果
、
投
資
が

増
加
す
る
と
い
う
ま
さ
に
石
炭
産
業
に
お
い
て
資
金
の
好
循
環
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
二

O
O
三
年
以
降
の

石
炭
不
足
の
遠
因
と
な
っ
た
九

0
年
代
後
半
の
投
資
資
金
不
足
は
完
全
に
解
消
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
二

O
O六
年
に
電
力
向

け
に
割
安
な
価
格
で
石
炭
を
供
給
す
る
制
度
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
は
今
後
石
炭
産
業
へ
の
資
金
循
環
に
相
当
良
い
影
響
を
与
え
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
ま
さ
に
市
場
経
済
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
石
炭
供
給
能
力
の
拡
張
が
保
証
さ
れ
、
石
炭
の
安
定
供
給
に
寄
与
し
て

い
く
も
の
と
展
望
で
き
る
の
で
あ
る
。
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環
境
問
題
｜
｜
石
炭
の
持
続
可
能
な
利
用
に
む
け
た
技
術
的
対
応
の
進
展

市
場
経
済
化
に
よ
っ
て
石
炭
の
供
給
面
の
制
約
が
克
服
さ
れ
た
と
し
て
も
、
石
炭
の
利
用
に
は
も
う
ひ
と
つ
大
き
な
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
環
境
に
及
ぼ
す
負
荷
が
大
き
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
さ
れ
る

C
Q
u

排
出
量
も
石
炭
は
炭
素
含
有
量
が
高
い
た
め
、
同
カ
ロ
リ
ー
ベ

l
ス
で
み
る
と
排
出
強
度
が
高
い
。
そ
れ
以
外
に
も
石
炭
は
煤
塵
、

S
Q“
の
面
か
ら
み
て
も
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
よ
り
も
問
題
が
多
い
。
し
か
し

C
Q白
以
外
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
日
本
で
は

技
術
的
対
応
に
よ
っ
て
既
に
根
本
的
解
決
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
環
境
に
負
荷
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
す
な

（

6
）
 

わ
ち
石
炭
の
持
続
可
能
な
利
用
は

C
Q“
を
除
け
ば
技
術
的
に
達
成
可
能
で
あ
り
、
実
際
に
実
行
に
移
せ
る
か
ど
う
か
は
技
術
を
普
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表4 山西省における石炭価格への課徴金の改革

改革前 改革後

煤炭資源税 0.9元／トン 2.5～8元／トン

資源補償費 売り上げの 1% 売り上げの3～6%

資源ロイヤルティ 2元＊埋蔵量合計トン 6元＊埋蔵量合計トン

煤炭可持続発展基金

一般炭 。 14元／トン

無煙炭 。 18元／トン

原料炭 。 20元／トン

環境回復治理保証金 。 10元／トン

保安対策基金 。 15元／トン

煤鉱転産発展資金 。 5元／トン

及
さ
せ
る
た
め
の
政
策
、
制
度
の
設
計
次
第
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
中
国
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に
と
っ
て
、
主
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
石
炭
を
利
用
し
続
け
て
い
く
こ
と

が
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
根
幹
と
な
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
そ
し

て
そ
れ
を
制
約
す
る
環
境
問
題
に
対
し
て
も
、
中
国
は
妥
当
な
手
を
打
つ

て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
以
下
、
具
体
的
に
考
察
し
て
み
よ
う
。

ハ
門
石
炭
価
格
お
よ
び
電
力
価
格
に
お
け
る
制
度
改
革
の
進
展

石
炭
価
格
に
つ
い
て
は
、
そ
の
決
定
に
市
場
競
争
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
機
能

す
る
比
率
を
高
め
る
制
度
改
革
が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
二

O
O七
年
に
は
こ
れ
ま
で
石
炭
価
格
の
中
に
反

映
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
資
源
、
環
境
、
保
安
な
ど
の
外
部
性
コ
ス
ト
を
価

格
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
改
革
を
中
国
最
大
の
石
炭
産
地
で
あ
る
山
西

省
に
お
い
て
試
行
的
に
行
っ
て
い
る
。

（出所）各種報道より筆者作成

炭
鉱
の
山
元
出
荷
価
格
に
上
乗
せ
す
る
課
徴
金
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

項
目
は
表
4
に
お
い
て
整
理
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
資
源
に
つ
い
て

は
、
従
来
の
課
徴
金
の
水
準
は
あ
ま
り
に
低
す
ぎ
る
と
し
て
、
煤
炭
資
源

税
を
ト
ン
当
た
り
二
・
五

1
八
元
に
引
き
上
げ
、
資
源
補
償
費
に
つ
い
て

も
販
売
収
入
の
一
%
で
あ
っ
た
の
を
三

1
六
%
へ
と
大
幅
に
引
き
上
げ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
鉱
業
権
設
定
に
際
し
て
は
、
石
炭
資
源
埋
蔵
量
に



つ
い
て
一
ト
ン
当
た
り
の
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
を
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
入
札
し
て
決
め
る
方
式
へ
の
移
行
が
二

O
O
二
年
前
後
か
ら
、
行
わ

れ
て
き
て
い
る
。
当
初
は
石
炭
資
源
の
価
値
に
比
し
て
低
い
二
元
程
度
の
価
格
で
の
落
札
が
多
か
っ
た
が
、
二

O
O
五
年
頃
か
ら
平

均
で
埋
蔵
量
ト
ン
当
た
り
六
元
と
値
上
が
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
新
た
に
「
煤
炭
可
持
続
発
展
基
金
」
と
呼
ば
れ
る
課
徴
金
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
生
産
し
た
石
炭
に
つ
き
一
ト

ン
当
た
り
、
一
般
炭
一
四
元
、
無
煙
炭
一
八
元
、
コ
ー
ク
ス
原
料
炭
二

O
元
を
徴
収
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
か
つ
炭
鉱
の
生
産

規
模
に
応
じ
て
こ
の
基
準
に
係
数
が
掛
け
合
わ
さ
れ
る
。
係
数
は
年
産
規
模
が
四
五
万
ト
ン
以
下
、
四
五

1
九
O
万
ト
ン
、
九

O
万

ト
ン
以
上
と
い
う
区
分
で
そ
れ
ぞ
れ
二
一
一
・
五
一
一
と
設
定
さ
れ
て
お
り
、
す
な
わ
ち
年
産
四
五
万
ト
ン
以
下
の
炭
鉱
は
先
の
基

準
の
倍
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
生
産
規
模
の
違
い
に
対
し
て
係
数
を
掛
け
合
わ
せ
る
の
は
資
源
回
収
率
を

反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
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他
方
、
環
境
対
策
費
用
に
つ
い
て
は
、
資
源
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
徴
収
に
く
ら
べ
る
と
控
え
目
で
あ
る
が
、
ト
ン
当
た
り
一

O
元
の

環
境
回
復
治
理
保
証
金
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
現
時
点
で
す
で
に
生
じ
て
い
る
環
境
破
壊
に
対
す
る
措
置
は
、
国
家
が
財
政

支
出
に
よ
っ
て
修
復
す
る
方
針
が
表
明
さ
れ
て
い
る
（
長
年
に
わ
た
っ
て
石
炭
価
格
を
低
位
に
抑
え
て
き
た
対
価
と
い
う
と
ら
え
方
で
あ

る）。そ
し
て
外
部
性
と
は
異
な
る
が
、
産
炭
地
の
産
業
転
換
に
用
い
る
資
金
確
保
を
目
的
に
「
炭
鉱
産
業
転
換
基
金
（
煤
鉱
転
産
発
展

資
金
）
」
と
し
て
ト
ン
当
た
り
五
元
も
同
様
に
二

O
O七
年
よ
り
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
課
徴
金
に
よ
っ
て
石
炭
価
格
は
あ
る
程
度
上
昇
し
、
経
済
成
長
に
も
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
こ

0
0七
年
の
状
況
を
見
る
と
、
小
売
価
格
へ
の
波
及
は
限
定
的
で
あ
り
、
主
と
し
て
輸
送
部
門
が
山
元
価
格
の
上
昇

を
吸
収
し
た
と
言
え
る
。
そ
も
そ
も
課
徴
金
に
よ
る
価
格
の
上
昇
は
本
来
支
払
う
べ
き
コ
ス
ト
が
負
担
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
に
す

ぎ
ず
、
石
炭
価
格
を
外
部
性
を
反
映
し
た
水
準
に
調
整
す
る
効
果
が
あ
り
、
石
炭
を
今
後
も
引
き
続
き
利
用
し
続
け
て
い
く
た
め
の

379 
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基
盤
を
提
供
す
る
も
の
だ
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
電
力
産
業
に
お
い
て
も
、
電
力
価
格
決
定
に
関
す
る
制
度
改
革
が
行
わ
れ
て
い
る
。
石
炭
を
割
安
な
価
格
で
調
達
で
き
る

制
度
は
見
直
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
卸
売
電
力
の
買
取
は
依
然
と
し
て
政
策
に
よ
る
介
入
が
あ
り
、
依
然
と
し
て
人
為
的
に
低

く
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
近
年
の
石
炭
価
格
高
騰
に
よ
っ
て
赤
字
操
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
発
電
企
業
が
数
多
く
存

在
す
る
。
そ
れ
が
石
炭
の
生
産
能
力
が
拡
充
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
び
二

O
O
八
年
に
発
電
所
で
石
炭
供
給
不
足
が
生
じ
た

原
因
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
石
炭
自
体
は
存
在
し
た
昨
日
発
電
所
が
買
え
な
か
っ
た
「
幻
の
石
炭
不
足
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
堀

380 

井
［
二

O
O九］）。

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
発
電
を
停
止
す
る
発
電
所
も
少
な
か
ら
ず
現
れ
た
た
め
、
卸
売
電
力
の
買
取
制
度
を
市
場
経
済
化
す
る

こ
と
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。
現
在
、
卸
売
電
力
の
買
取
に
つ
い
て
も
従
来
の
あ
ら
ゆ
る
電
源
に
五

0
0
0時
間
の
運
転
保
証
を

し
、
平
等
的
に
買
い
取
る
制
度
は
見
直
さ
れ
、
低
コ
ス
ト
電
源
か
ら
優
先
的
に
買
い
取
る
方
針
へ
と
転
換
し
始
め
て
い
る
。
同
じ
種

類
の
電
源
で
あ
れ
ば
、
発
電
コ
ス
ト
の
安
い
発
電
企
業
か
ら
の
購
入
を
優
先
す
る
こ
と
で
、
例
え
ば
石
炭
火
力
で
あ
れ
ば
石
炭
燃
料

の
消
費
量
を
削
減
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
こ
の
卸
売
電
力
の
買
取
制
度
を
変
革
す
る
だ
け
で
、
小
型
発
電
所
の
大
型
発
電
所
に
よ

る
置
き
換
え
も
含
め
、
か
な
り
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
こ
の
卸
売
電
力
の
買
取
制
度
の
変
更
は
、
電
源
の
種
類
ご
と
に
買
取
の
優
先
順
位
を
規
定
し
て
い
る
。
選
別
に
お
い
て
最
も

優
先
さ
れ
る
の
が
水
力
で
あ
り
、
続
い
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
し
て
天
然
ガ
ス
を
燃
料
と
し
た
発
電
ユ
ニ
ッ
ト
と
続
く
。
石

炭
火
力
は
そ
の
後
に
な
り
、
石
炭
火
力
の
場
合
、
更
に
排
煙
脱
硫
装
置
の
設
置
の
有
無
が
関
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、

卸
売
電
力
の
買
取
制
度
の
変
革
は
市
場
経
済
一
辺
倒
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
対
策
を
促
す
効
果
に
照
ら
し
、

必
要
に
応
じ
て
市
場
へ
の
政
策
介
入
を
行
う
も
の
で
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
持
続
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
評
価
で
き
る
。
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排煙脱硫装置の導入・建設状況

2001 2002 2003 2004 2005 

火力発電設備容量 25,300 26,555 28,977 32,500 39,100 

導入済・建設中排煙脱硫装置設備容量合計 250 824 1,574 11,809 25,739 

うち新設設備 20,509 

うち既設設備 5,230 

導入済排煙脱硫装置設備容量 53 139 210 1,607 4,910 

うち新設設備 2,946 

うち既設設備 1,965 

建設中排煙脱硫装置設備容量 198 686 1,354 10,203 20,829 

うち新設設備 17,563 

うち既設設備 3,265 

（単位：万KW)
表 5

排
煙
脱
硫
装
置
の
普
及
と
そ
の
背
景

（出所）国家環境保護総局科技標準司・中国環境保護産業協会［2007]

価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
た
間
接
的
な
効
果
ば
か
り
で
な
く
、
よ
り
直
接
的
な
技
術

的
対
応
に
つ
い
て
も
近
年
、
急
激
に
対
応
が
進
ん
で
い
る
面
も
指
摘
で
き
る
。
中
国
政

府
は
第
一
一
次
五
カ
年
計
画
に
お
い
て
、
環
境
対
策
を
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
資
源
と
並

ん
で
、
重
点
対
策
分
野
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
計
画
の
目
標
年
で
あ

る
こ

O
一
O
年
に
お
い
て
、
対
二

O
O
五
年
比
で

S
Q
a排
出
量
を
一

O
%削
減
す
る

と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
目
標
は
当
初
達
成
は
難
し
い
と
見
る
向
き
が
多
か

っ
た
が
、
近
年
排
煙
脱
硫
装
置
の
導
入
が
急
速
に
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
で
概
ね
目
途
が

立
っ
た
と
言
え
る
。

表
5
の
と
お
り
、
導
入
済
み
発
電
設
備
の
容
量
は
二

O
O
一
年
の
時
点
で
わ
ず
か
五

三
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
（
発
電
設
備
全
体
に
占
め
る
比
率
は
二
・
一
%
）
、

二
O
O
五
年
に
は
四
九
一

O
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
建
設
中

の
設
備
容
量
を
み
る
と
、
二

O
O
五
年
に
は
二
億
八
二
九
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
大
量
の
排

煙
脱
硫
装
置
が
導
入
に
向
け
た
準
備
段
階
に
あ
っ
た
。
第
一
一
次
五
カ
年
計
画
の
最
終

年
で
あ
る
二

O
一
O
年
に
は
、
排
煙
脱
硫
装
置
は
合
計
三
億
五
五

O
O万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

に
及
び
、
六
割
の
石
炭
火
力
発
電
設
備
に
導
入
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。
二

O
一
O
年

に
計
画
ど
お
り
の
排
煙
脱
硫
装
置
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
既
設
分
に
導
入
さ
れ
る
一
億
六

七
O
O万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
分
で
五
九

O
万
ト
ン
の

S
Q
G削
減
量
と
な
り
（
そ
し
て
新
規
分
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か
ら
の

S
Q排
出
量
も
大
幅
に
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
、
第
一
一
次
五
カ
年
計
画
の
二

O
O
五
年
比
で
一

O
%削
減
と
い
う
目
標
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に
つ
い
て
は
十
分
に
達
成
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

排
煙
脱
硫
装
置
と
言
え
ば
、
導
入
コ
ス
ト
も
運
転
コ
ス
ト
も
高
い
、
高
級
な
環
境
対
策
技
術
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
依
然
発
展
途
上

国
で
あ
る
中
国
で
こ
れ
ほ
ど
急
激
に
導
入
が
進
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
か
な
る
要
因
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
中
国
で
排
煙
脱
硫

装
置
の
導
入
・
建
設
が
進
ん
で
い
る
の
は
、
設
備
導
入
に
関
わ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
鍵
で
あ
っ
た
。
二

0
0
0年
時
点
で
は
発
電
設

備
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
の
導
入
コ
ス
ト
は
八

0
0
1
一
三

O
O
元
で
あ
っ
た
が
、
二

O
O
五
年
に
は
同
一
五

0
1
二
五

O
元
に
ま
で

低
下
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
八

O
%も
の
大
幅
な
価
格
低
下
で
あ
る
。
政
府
の
規
制
強
化
と
と
も
に
、
ま
た
そ
れ

以
上
に
こ
の
導
入
コ
ス
ト
の
低
減
が
排
煙
脱
硫
装
置
の
導
入
を
後
押
し
す
る
の
に
多
大
な
貢
献
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
排
煙
脱
硫
装
置
の
価
格
低
下
を
実
現
し
た
原
動
力
は
、
装
置
の
国
産
化
と
数
多
く
の
参
入
企
業
に

よ
る
競
争
で
あ
っ
た
。
二

O
O
三
年
に
は
わ
ず
か
七

1
八
社
に
す
ぎ
な
か
っ
た
国
産
メ
ー
カ
ー
は
二

O
O
五
年
に
は
四
六
社
に
急
増

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
価
格
の
低
下
は
、
具
体
的
に
は
組
み
立
て
コ
ス
ト
や
部
材
コ
ス
ト
の
節
減
、
市
場
ニ

l
ズ
に
合
わ
せ
た
脱
硫

プ
ロ
セ
ス
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
な
ど
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
多
数
の
新
規
参
入
企
業
の
間
で
展
開
さ
れ
た
激

烈
な
競
争
の
下
で
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
導
入
コ
ス
ト
の
低
減
こ
そ
が
、
政
府
の
規
制
が
効
果
を
発
揮
し
、
企
業

（
発
電
所
）
が
大
々
的
に

S
Q“
対
策
に
乗
り
出
す
条
件
を
整
備
し
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

排
煙
脱
硫
装
置
の
普
及
要
因
を
分
析
す
れ
ば
、
ま
ず
発
電
所
に
導
入
を
義
務
付
け
る
政
府
の
規
制
が
出
発
点
と
な
っ
た
。
政
府
の

規
制
は
過
去
に
も
何
度
か
講
じ
ら
れ
た
が
、
今
回
に
つ
い
て
は
実
効
性
が
高
い
と
企
業
が
判
断
し
た
こ
と
で
、
巨
大
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
を
狙
っ
て
大
々
的
な
参
入
が
生
じ
、
激
し
い
競
争
を
通
じ
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
実
現
し
た
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
な
け
れ
ば
三

億
五
五

O
O万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
及
ぶ
膨
大
な
量
の
発
電
所
に
わ
ず
か
五
年
あ
ま
り
で
排
煙
脱
硫
装
置
を
導
入
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
政
府
の
規
制
が
市
場
を
生
み
出
し
、
そ
の
市
場
で
企
業
が
競
争
を
通
じ
て
技
術
を
磨
き
あ
げ
た
こ
と
で
石
炭
の



持
続
的
利
用
を
可
能
に
す
る
技
術
的
対
応
が
普
及
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
他
方
で
政
府
は
大
枠
の
規
制
を
設
定
し
た
だ
け
で
、
技

（

8
）
 

術
開
発
自
体
に
は
ほ
と
ん
ど
関
与
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
排
煙
脱
硫
装
置
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
プ
ロ

セ
ス
は
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
競
争
を
存
分
に
活
用
す
る
こ
と
こ
そ
、
最
も
効
率
的
に
技
術
革
新
を
導
く
可
能
性
が
高
い
こ
と

を
改
め
て
示
す
事
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

結
論
｜
｜
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
も
た
ら
す
の
は
政
策
か
、
市
場
か
？

以
上
、
中
国
の
石
油
産
業
と
石
炭
産
業
（
一
部
、
電
力
産
業
）
に
つ
い
て
、
特
に
供
給
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
に
焦
点
を
当
て

中国のエネルギ一安全保障に関する一考察

て
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
得
ら
れ
た
知
見
を
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

石
油
に
つ
い
て
は
、
資
源
的
制
約
か
ら
国
内
の
石
油
生
産
量
が
九

0
年
代
以
降
、
大
幅
に
鈍
化
す
る
状
況
の
下
、
企
業
の
再
編
に

よ
っ
て
増
産
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
し
た
こ
と
が
生
産
量
の
維
持
、
若
干
の
拡
大
に
大
い
に
寄
与
し
た
。
石
油
企
業
の
対
外
進
出

に
つ
い
て
も
、
少
な
く
と
も
ス

l
ダ
ン
の
事
例
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
石
油
企
業
（
C
N
P
C
）
は
む
し
ろ
自
ら
の
利
益
拡
大
の
機
会

と
捉
え
、
積
極
的
に
対
外
進
出
に
打
っ
て
出
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
リ
ス
ク
低
減
の
た
め
に
政
府
の
支
援
政
策
を
活
用
し
て
い
る
面

が
あ
る
と
舌
守
え
る
。
こ
う
し
た
行
動
を
企
業
が
と
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
株
式
上
場
な
ど
も
含
め
、
企
業
経
営
に
市
場
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
要
素
を
導
入
し
た
改
革
が
も
た
ら
し
た
成
果
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

石
炭
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
量
的
な
供
給
確
保
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
郷
鎮
炭
鉱
が
そ
の
役
割
を
担
い
、
そ
の

後
九

0
年
代
後
半
に
な
る
と
外
部
不
経
済
を
拡
大
し
、
し
か
も
供
給
過
剰
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
た
郷
鎮
炭
鉱
を
強
制
的
に
閉
鎖
し
、

固
有
重
点
炭
鉱
中
心
の
産
業
構
造
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
石
炭
消
費
の
六
割
程
度
を
占
め
る
最
大
の
需
要
家
で

あ
る
電
力
向
け
の
石
炭
価
格
が
依
然
と
し
て
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
固
有
重
点
炭
鉱
の
収
益
性
は
、
折
か
ら
の
経
済
不
況
の

383 
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影
響
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
改
善
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
深
刻
な
投
資
不
足
を
招
き
、
二

O
O三
年
以
降
の
需
要
の
急
拡
大
期
に
生

産
能
力
不
足
が
原
因
の
石
炭
不
足
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
需
給
逼
迫
を
背
景
に
石
炭
価
格
は
高
騰
し
、
更

に
二

O
O六
年
に
は
電
力
向
け
石
炭
を
割
安
に
据
え
置
く
制
度
も
見
直
さ
れ
た
こ
と
で
、
石
炭
産
業
の
利
潤
拡
大
、
投
資
増
加
と
い

う
資
金
の
好
循
環
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
供
給
能
力
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

他
方
、
石
炭
利
用
に
伴
う
環
境
問
題
へ
の
対
処
と
し
て
、
石
炭
価
格
と
電
力
価
格
の
制
度
改
革
と
排
煙
脱
硫
装
置
の
普
及
が
急
速

に
進
ん
で
い
る
。
石
炭
価
格
に
つ
い
て
は
電
力
向
け
の
割
安
な
供
給
を
制
度
上
、
廃
止
し
た
こ
と
で
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
部
分
が
拡
大
し
た
が
、
一
方
で
資
源
や
環
境
、
保
安
な
ど
の
外
部
不
経
済
の
問
題
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
は
解
決
で
き
な

い
。
そ
の
た
め
、
課
徴
金
と
い
う
形
で
外
部
不
経
済
を
内
部
化
す
る
改
革
が
行
わ
れ
た
。
電
力
価
格
に
つ
い
て
は
燃
料
と
な
る
石
炭

が
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
価
格
決
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
電
力
の
卸
売
価
格
が
依
然
政
策
に
よ
っ
て
抑
え
ら
れ

て
い
た
た
め
に
発
電
部
門
の
赤
字
を
招
来
す
る
一
方
、
平
等
主
義
に
よ
る
買
取
が
効
率
に
よ
る
発
電
所
の
優
勝
劣
敗
の
淘
汰
を
生
み

出
さ
ず
、
効
率
の
悪
い
小
型
発
電
所
を
温
存
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
卸
売
電
力
の
買
取
を
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ

い
て
（
す
な
わ
ち
効
率
の
良
い
発
電
所
か
ら
順
に
購
入
）
行
う
制
度
へ
の
転
換
が
次
第
に
進
ん
で
い
る
。
但
し
、
そ
の
際
、
電
源
毎
に

優
先
順
位
を
つ
け
る
と
い
う
方
式
で
、
完
全
に
効
率
性
（
発
電
コ
ス
ト
）
だ
け
で
決
め
る
の
で
は
な
く
、
買
取
に
環
境
負
荷
を
あ
る

程
度
反
映
す
る
こ
と
を
指
向
し
て
い
る
。

排
煙
脱
硫
装
置
が
数
年
で
急
速
に
普
及
し
た
要
因
と
し
て
は
導
入
コ
ス
ト
の
急
激
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
重
要
で
あ
る
。
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
可
能
に
し
た
の
は
、
中
国
企
業
に
よ
る
排
煙
脱
硫
装
置
の
国
産
化
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
多
数
の
企
業
の
参
入
が
も
た
ら

し
た
活
発
な
競
争
が
あ
る
。
政
府
は
最
初
の
段
階
で
環
境
規
制
を
導
入
す
る
こ
と
で
市
場
を
作
り
出
し
、
そ
の
後
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
下
で
企
業
同
士
が
切
瑳
琢
磨
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
技
術
革
新
を
進
め
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
分
析
を
踏
ま
え
る
と
、
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
と
っ
て
、
国
家
の
政
策
的
介
入
よ
り
も
む
し
ろ
市
場
経
済
化
が
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功
を
奏
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
石
油
資
源
を
求
め
た
対
外
進
出
な
ど
、
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
に
向
け
た
取
り
組
み
に
は
国
家
戦
略
が
あ
り
、
政
府
が
主
導
し
た
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
が
一
般
的
に
は
強
い
。

し
か
し
実
際
に
は
こ
れ
ま
で
高
度
成
長
が
三

0
年
間
も
持
続
す
る
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
国
内

の
増
産
は
も
ち
ろ
ん
対
外
進
出
も
含
め
、
企
業
の
自
主
性
を
い
か
に
引
き
出
す
か
が
カ
ギ
で
あ
り
、
そ
れ
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
活

用
す
る
こ
と
で
企
業
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
変
え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
強
調
さ
れ
て
よ
い
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
石
油
、
石
炭
、
そ
し
て
電
力
産
業
に
お
い
て
も
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
局
面
が
ま
す

ま
す
増
え
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
が
供
給
量
の
拡
大
に
寄
与
し
、
ひ
い
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
役
立
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
中
国
の
置
か
れ
て
い
る
特
殊
な
状
況
に
要
因
が
あ
る
と
い
う
の
も
確
か
で
あ
る
。
中
国
は
三

O
年
の
年
月
を
か
け
て
ゆ
っ

く
り
と
計
画
経
済
体
制
か
ら
市
場
経
済
体
制
へ
と
転
換
し
て
き
で
、
そ
の
た
め
企
業
の
効
率
性
を
向
上
す
る
余
地
、
伸
び
し
ろ
が
多

く
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
面
は
確
か
に
あ
る
。
ま
た
そ
も
そ
も
中
国
は
囲
内
で
相
当
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
が
可
能
な
資
源
国
で
あ

中国のエネルギ一安全保障に関する一考察

る
と
い
う
こ
と
も
改
め
て
想
起
す
べ
き
事
柄
か
も
し
れ
な
い
。
石
炭
は
世
界
最
大
の
生
産
国
で
あ
り
、
石
油
に
つ
い
て
も
世
界
第
五

位
で
あ
る
。
近
年
は
消
費
量
が
急
増
し
て
い
る
状
況
下
で
、
特
に
石
油
に
つ
い
て
は
企
業
の
効
率
向
上
に
よ
る
圏
内
の
増
産
で
は
追

い
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
が
、
石
炭
に
つ
い
て
は
ま
だ
大
幅
に
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
事

（

9
）
 

態
に
は
陥
っ
て
い
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
圏
内
供
給
の
増
加
を
テ
コ
入
れ
す
る
と
い
う
選
択
肢
が
中
国
に
と
っ
て
は
依
然
と
し
て
残

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
方
で
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
へ
の
一
定
の
介
入
も
辞
さ
な
い
面
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
本
稿
で
分
析
し
た

通
り
、
主
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
石
炭
の
持
続
的
な
利
用
と
い
う
点
で
妥
当
性
が
あ
る
政
策
だ
と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
排

煙
脱
硫
装
置
の
普
及
の
背
景
を
見
れ
ば
、
政
府
は
基
本
姿
勢
と
し
て
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が

指
摘
で
き
る
。
ま
た
石
炭
の
価
格
制
度
改
革
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
に
大
い
に
効
果
が
あ
る
こ
と
も
注
視
に
値
す
る
。
省
エ
ネ
ル
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ギ
l
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
を
抑
制
し
、
そ
の
結
果
環
境
へ
の
負
荷
も
低
減
で
き
る
と
い
う
点
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
プ
ラ

ス
の
効
果
が
あ
る
。
価
格
制
度
改
革
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
で
需
要
が
抑
制
さ
れ
る
と
と
も
に
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
向
上
さ
せ
る
技
術
開
発
が
活
発
化
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要
量
を
抑
制
、
供
給
安
定
化
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
る
。

も
ち
ろ
ん
い
わ
ゆ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
政
策
」
も
中
国
は
幅
広
く
展
開
し
て
い
る
。
石
油
の
国
家
戦
略
備
蓄
に
つ
い
て
も

386 

既
に
第
一
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
終
え
、
第
二
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
第
一
期
分
と
合
わ
せ
て
二
億
七

0
0
0

万
バ
レ
ル
の
備
蓄
量
を
目
指
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（
竹
原
［
二

O
O
九
〕
）
。
ま
た
ロ
シ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
の
資
源
輸
入
も
に
ら

ん
で
、
上
海
協
力
機
構
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
外
交
も
活
発
に
行
っ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
多
元
化
の
一
環
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
原
子
力
開
発
は
石
炭
や
石
油
と
異
な
り
、
国
家
の
関
与
が
よ
り
強
い
形
で
推
進
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
政
策
の
効
果

を
筆
者
は
決
し
て
過
小
評
価
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
現
状
の
中
国
に
と
っ
て
よ
り
効
果
の
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
へ
の
取
り

組
み
は
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
活
用
し
、
企
業
の
供
給
能
力
拡
大
を
支
援
す
る
こ
と
で
達
成
さ
れ
て
き
た
し
、
今
後
も
当
面
引
き
続

（叩）

き
、
効
果
を
上
げ
る
も
の
と
展
望
し
て
い
る
。

（1
）

I
E
A
の
予
測
で
は
、
二

O
O
五
年
か
ら
二

O
三
O
年
に
か
け
て
世
界
で
増
加
す
る

C
Q排
出
量
の
う
ち
、
四
一
・
五
%
が
中
国

一
国
か
ら
の
排
出
と
な
る
と
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
中
国
の

C
Q
G排
出
量
は
二

O
O
五
年
に
は
世
界
全
体
の
一
九
・
一
%
を
占
め
て
い
た

が
、
こ
れ
が
二

O
三
O
年
に
は
二
七
・
三
%
に
ま
で
増
大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
予
測
（
何
色

2
8
8
ケ
l
ス
）
は
現
在
既

に
着
手
済
み
あ
る
い
は
計
画
済
み
の
対
策
に
つ
い
て
は
削
減
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
削
減
効
果
に
つ
い
て
は
考
慮
さ
れ

て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
今
後
中
国
が
一
層
の
温
暖
化
対
策
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
予
測
よ
り
も
少
な
い
排
出
量
と
な
る
、
静
態
的

な
予
測
で
あ
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

（2
）
総
公
司
時
代
は
C
N
P
C
、
S
I
N
O
P
E
C
は
半
官
半
民
の
体
質
で
あ
り
、
業
界
に
対
す
る
政
策
策
定
機
能
も
有
し
て
い
た
。
一

九
九
八
年
に
集
団
公
司
に
改
組
さ
れ
た
こ
と
で
、
政
策
は
新
た
に
設
立
さ
れ
た
国
家
経
済
貿
易
委
員
会
が
国
家
計
画
委
員
会
と
と
も
に
産
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業
管
理
を
担
う
体
制
と
な
っ
た
。
な
お
、

C
N
O
O
C
は
依
然
と
し
て
総
公
司
と
い
う
名
称
を
残
し
て
い
る
が
、
政
策
策
定
機
能
は
有
し

て
い
な
い
。

（3
）
但
し
、
国
際
原
油
市
況
の
高
騰
の
主
要
な
原
因
は
商
品
投
資
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
大
量
の
資
金
流
入
な
ど
金
融
的
要
因
に
見
出
さ
れ
る

べ
き
で
、
中
国
の
原
油
輸
入
の
増
加
は
副
次
的
な
効
果
を
及
ぼ
し
た
程
度
に
止
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
石
井
［
二

O
O七
］
第

一
章
お
よ
び
第
五
章
を
参
照
。

（
4
）
た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
石
炭
比
率
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
統
計
的
誤
差
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
当
時
郷
鎮
炭
鉱
を
中
心
と

す
る
小
型
炭
鉱
の
強
制
閉
山
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
そ
う
し
た
政
策
を
逃
れ
て
ヤ
ミ
で
採
掘
さ
れ
、
流
通
し
て
い
た
石

炭
は
少
な
か
ら
ぬ
量
（
恐
ら
く
一
億
1
二
億
ト
ン
以
上
）
に
上
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
中
嶋
ほ
か
［
二

O
O
五
〕
第
二
章
補
論
二
お

よ
び
コ
ラ
ム

1
）
。
そ
れ
だ
け
の
量
の
非
合
法
に
流
通
し
て
い
た
石
炭
は
公
式
統
計
に
は
計
上
さ
れ
ず
、
結
果
と
し
て
石
炭
比
率
が
実
態

以
上
に
低
下
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
（
図
5
の
異
常
な
減
少
カ

l
ブ
に
注
目
）
。
な
お
、
こ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、
国
家
統
計
局
は
二

0
0
六
年
に
一
九
九
九
年
1
二
O
O
四
年
の
期
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
統
計
の
修
正
を
行
い
、
石
炭
生
産
量
お
よ
び
消
費
量
を
上
方
修
正
し
た
。

図
5
は
修
正
済
み
の
デ
1
タ
を
使
用
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
恐
ら
く
現
段
階
の
統
計
で
も
石
炭
消
費
量
は
実
態
よ
り
も
過
少
計
上
さ
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
（
中
国
環
境
問
題
研
究
会
（
編
）
［
二

O
O七
］
二
八
五
｜
二
九
一
頁
）
。

（5
）
但
し
、
こ
う
し
た
政
策
は
石
炭
産
業
へ
の
投
資
の
リ
ス
ク
認
識
を
査
め
、
過
剰
投
資
に
つ
な
が
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
単

純
な
生
産
規
模
目
標
を
設
定
し
た
強
引
な
企
業
合
併
は
必
ず
し
も
経
営
効
率
の
向
上
に
つ
な
が
ら
ず
、
水
膨
れ
し
た
非
効
率
な
大
企
業
を

作
り
だ
す
だ
け
に
終
わ
る
懸
念
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
郷
鎮
炭
鉱
を
政
策
に
よ
っ
て
無
理
や
り
固
有
重
点
炭
鉱
に
吸
収
さ
せ
る
政
策
な
ど
も

あ
り
、
民
間
企
業
経
営
を
圧
迫
し
、
国
家
資
産
が
伸
長
す
る
な
ど
様
々
な
問
題
が
新
た
に
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
少
な

く
と
も
こ
う
し
た
状
況
が
石
炭
産
業
の
投
資
バ
ブ
ル
を
生
み
だ
し
、
生
産
能
力
の
大
幅
な
増
強
を
も
た
ら
し
て
い
る
正
の
側
面
を
指
摘
す

る
に
と
ど
め
る
。

（6
）
な
お
、

C

Q
“
の
排
出
削
減
に
関
し
て
は
、
現
状
で
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
導
入
く
ら
い
し
か
打
つ
手
が
な
く
、
そ
の
効
果
に
は

限
界
が
あ
る
。
し
か
し
C
C
S
（
n
R
gロ
ゎ
弓

Z
B
h
w
ω
Z
B向
。
）
の
技
術
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
実
用
化
ま
で
は
ま
だ

十
数
年
の
時
間
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
技
術
が
実
用
化
さ
れ
れ
ば
他
の
問
題
同
様
、
コ
ス
ト
と
効
果
の
バ
ラ
ン
ス
で
普
及
の
可

能
性
が
決
ま
っ
て
く
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
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（7
）
な
お
、
二

O
O
六
年
よ
り
石
炭
資
源
埋
蔵
量
の
長
期
採
掘
権
が
炭
鉱
経
営
者
に
払
い
下
げ
ら
れ
る
改
革
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
炭
鉱

経
営
者
が
そ
れ
ま
で
の
短
期
的
視
野
か
ら
脱
し
、
長
期
的
な
利
益
最
大
化
を
意
識
し
た
行
動
を
す
る
よ
う
に
変
化
し
、
価
格
先
高
観
が
あ

る
中
で
売
り
惜
し
み
を
し
た
と
い
う
面
も
指
摘
で
き
る
。

（8
）
但
し
、
排
煙
脱
硫
装
置
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
今
回
は
政
府
が
指
定
す
る
規
制
と
な
っ
て
い
る
。
理
論
的
に
は
政
府
の
規
制
は
排
出
量

の
削
減
量
を
指
定
す
る
の
み
に
止
め
、
導
入
す
る
対
策
に
つ
い
て
は
企
業
の
選
択
に
委
ね
る
方
が
効
率
が
良
い
と
さ
れ
る
が
、
中
国
の
場

合
、
排
出
量
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
に
困
難
が
あ
る
た
め
、
導
入
す
る
設
備
を
指
定
す
る
や
り
方
を
取
っ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
重
要

な
点
と
し
て
規
制
を
導
入
し
た
時
点
で
厳
格
な
基
準
を
設
け
ず
、
も
ち
ろ
ん
装
置
を
供
給
す
る
メ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
排
他
的
に
指
定
せ
ず
、

新
規
メ
ー
カ
ー
の
参
入
を
妨
げ
な
か
っ
た
点
、
す
な
わ
ち
政
府
が
適
度
な
自
制
を
保
っ
た
こ
と
は
成
功
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
て
お

く
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（9
）
但
し
、
二

O
O
七
年
以
降
、
石
炭
に
つ
い
て
も
輸
出
と
輸
入
が
ほ
ぼ
均
衡
す
る
状
態
が
続
い
て
お
り
、
二

O
O九
年
に
は
純
輸
入
国

へ
と
転
落
す
る
こ
と
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
生
産
量
か
ら
見
れ
ば
ご
く
わ
ず
か
な
比
率
に
す
ぎ
ず
、
輸
入
が
増
加
し
て
い
る
要
因

も
、
制
度
改
革
に
よ
る
圏
内
価
格
の
上
昇
や
輸
送
上
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
よ
る
も
の
で
、
囲
内
の
供
給
能
力
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
原

因
で
は
な
い
。

（
叩
）
最
近
、
様
々
な
産
業
で
固
有
企
業
の
存
在
感
を
増
や
し
、
民
営
企
業
が
圧
力
を
受
け
る
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
象
の
背

景
に
は
中
国
政
府
に
よ
る
産
業
政
策
が
存
在
し
、
「
国
進
民
退
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
う
し
た
政
策
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
お
い
て
も
見
ら

れ
、
本
稿
の
分
析
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
増
産
を
担
っ
て
き
た
企
業
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
阻
害
す
る
も
の
で
、
結

果
的
に
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
危
う
く
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
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